
1 

 

 

 

35 周年‼ 大阪障がい者スポーツ指導者協議会は 創立 35 周年 を迎えました！ 

    令和６年 11 月 17 日（日）午後、大阪障がい者スポーツ指導者協議会創立 35 周年 

を記念し、基調講演および祝賀パーティーが開催されました。参加者は記念講演会 79 名  

程度、パーティー49 名でした。基調講演には講師として、京都大学 iPS 細胞研究所     

（CiRA）、東京大学定量生命科学研究所を兼任されておられる 齋藤 博英 教授 を 

お招きし、創立 35 周年の記念に相応しい盛大な式典となりました。 

 

  

          

        記念パーティーでは親睦を深め合い、イベントとしてビンゴ大会が行われました。 

豪華な景品⁉を手にされた方も‼ In バトゥール大阪 バリタワー大阪天王寺 

 

  

 

 

     

                             

基調講演の様子は次ページへ 
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令和 6 年度研修会 

「卓球バレー講習会」 
講師 日本卓球バレー連盟 会長 堀川 祐二 
場所 ファインプラザ大阪 
 

卓球バレーは、1971 年に大阪の筋ジストロフィー児の
養護学校で先生と生徒が一緒に考案しました。その後、京
都で競技として完成され、1988 年の全国身体障がい者ス
ポーツ大会で公開競技として実施されました。様々な障害
のある方が楽しめるスポーツとして、また、子どもから高
齢者まで障害のあるなしに関係なく楽しめるユニバーサル
スポーツとして注目されています。 

今回の研修では、日本卓球バレー連盟の堀川会長をはじ
め、兵庫県協会の三上会長、藤村様に丁寧にご指導いただ
きました。また、卓球バレーの生みの親でもある土佐先生
にもお話頂きました。まずは卓球バレーについての講義を
受け、その後コートで実技を行いました。競技をしながら
ルールを学び、卓球バレーの魅力を存分に体感することが
できました。↗ 
 

↗また、希望者には審判員登録(有料) 

をご紹介頂き、登録者には後日写真 
入りの証明書が送られてきました。 

【ルール】 

コートは卓球台、ルールはバレーボールを基に選手は椅子も
しくは車椅子に着座してプレーします。ボールはサウンドテ
ーブルテニスと同じで転がすと音が出るボールを使用し、ネ
ットの下を転がして相手コートに返球します。同じ選手が 2
回続けて打ったり、ボールを抑え込んで打ったり、立ち上が
って打ったり、ネットに触れることは反則になります。 
プレイヤーは 6 名、うち 

ネット際の２名はブロッカ 
ー、後の 4 名はサーバーと 
なります。それぞれの役割 

があり、戦術としての奥深 
さを感じました。また、審 
判(主審・副審)も経験させ 

ていただきました。 
 

  

 

  

 

第 24 回全国障害者スポーツ大会 
2024 年 10 月 26 日(土)～10 月 28 日(月)の 3 日間

にかけて、「SAGA2024 全国障害者スポーツ大会(以下
全障スポ)」が開催されました。 

正式競技 14 競技(個人競技 7/団体競技 7)、オープン競
技 8 競技に全国から 47 都道府県と 20 政令指定都市か
ら選手、役員ら約 6,000 人が参加し、選手のほか、大会
運営関係者、ボランティアら数多くの人々が大会をささえ
ていました。大会期間中はボッチャや車いすバスケットボ
ールなど 14 の正式競技が佐賀県内の 11 市町で行われ、
数々の大会新記録が生まれました。結果、取得したメダル
の数は【個人競技】 大阪府 金 59 銀 30 銅 11 

大阪市 金 36 銀 23 銅 11 
堺 市 金 12 銀 5 銅 8  

団体競技では大阪市がバレーボール競技で金 1・銀１を獲得しま
した！選手の皆さん、選手を支えているサポーターの皆様、本当
にお疲れさまでした！各結果については次ページをご覧くださ
い。 

次の第 24 回全国障害者スポーツ大会は、2025 年 10 月 25
日(土)～10 月 27 日(月)、「わた SHIGA 輝く障スポ 2025」 
が滋賀で開催されます。 
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SAGA2024  第 23 回全国障害者スポーツ大会  2024 年（令和 6年）10 月 26 日（土）～28 日（月） 
堺市・大阪市・大阪府 競技結果  記録 ① 大会新記録 
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第 25 回夏季デフリンピック競技大会 東京２０２５ 
「デフリンピックを応援しよう！」 

2025 年(令和 7 年)11 月 15 日(土)～26 日(水)の 12 日
間、「東京 2025 デフリンピック」が開催されます。日本では
初めて、また、1924 年にパリで第 1 回デフリンピックが開
催されてから100 周年となる歴史に残る大会が東京を主な会
場として開催されます。ルールはオリンピックとほぼ同じです
が、耳の聞こえない人のために様々な工夫がされています。 

競技数は 21 競技(陸上、ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ、ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ、ﾋﾞｰﾁﾊﾞﾚｰ
ﾎﾞｰﾙ、ﾎﾞｳﾘﾝｸﾞ、自転車(ﾛｰﾄﾞ・MTB)、ｻｯｶｰ、ｺﾞﾙﾌ、ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ、
柔道、空手、ｵﾘｴﾝﾃｰﾘﾝｸﾞ、射撃、水泳、卓球、ﾃｺﾝﾄﾞｰ、ﾃﾆｽ、
ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ、ﾚｽﾘﾝｸﾞ(ﾌﾘｰｽﾀｲﾙ・ｸﾞﾚｺﾛｰﾏﾝ)。 

 

※デフリンピックとは 4 年に 1 度の頻度で開催さ 

れてきた聴覚障害者のための世界規模の総合スポ 

ーツ競技大会である。 

左は公式ロゴマーク 

 

デフリンピックに出場するための条件 
・両耳（裸耳）の平均聴力が 55dB 以上の者 
・各協議会会員であること 
・指定大会（日本選手権、全国ろうあ者体育大会等）で選考条
件をクリア 
・各都道府県の聴覚者協会会員であること（全日本ろうあ連盟
の会員にもなる） 

デフリンピックの特徴 
・競技中は補聴器などを外して、全員が公平に聞こえない立場
となって競技を実施します。 
・「耳」が聞こえなくても「目」で見てわかる工夫（視覚的保
障）がされています。※下記の写真参照 
・世界各国から集まる参加者が国際手話をはじめとした様々
な方法でコミュニケーションを展開しています。 
 
                        
 
 
 
 
  ※ サッカー競技では審判  ※ 陸上競技ではスタート 

も旗を使用         ランプと音響装置 
               
dB(デシベル)って？ 

音の大きさはデシベル(dB)という単位で表します。数字が大きくなる
ほど音が大きくなります。60dB はふつうの話し声、70dB は掃除機の
音、100dB 以上で車のクラクションやジェット機の音が聞き取れない
レベルです。 
 
大阪府から 2 名の選手が陸上競技に出場予定です(R７.１現在)。 
11 月までにはまだ時間があります！！ 
 
みんなでデフリンピックを応援しよう！！ 

 

  

お知らせ 

「公式 LINE 始めました！」 
大阪障がい者スポーツ指導者協議会 

の公式 LINE を始めました。 
既に登録がお済みの方もおられると思 
いますが、まだの方は右記の QR コー 
ドよりご登録をお願いします。 
イベントやお知らせなどの情報を掲載 
しています。 

「理事メンバーの紹介」 
大阪障がい者スポーツ指導者協議 

会の理事となりました。三上と申し 
ます。普段は大阪市の障がい者スポ 
ーツセンターでスポーツ指導員を行 
っています。 
協議会員が有意義と思えるような研修 
を企画していきたいと考えています。 
宜しくお願い致します。 
 

 

「令和 6 年度 年次総会の開催について」 
日時 令和 7 年 4 月 13 日（日）13 時より 
場所 たかつガーデン（大阪市天王寺区東高津町 7 番 11 号） 
例年通り、基調講演も開催予定です。詳細は後日ご案内いた
します。たくさんのご来場お待ちしています。 

報告 
「新年のつどい」        報告者 三上 大成 

大阪市舞洲障がい者スポーツセンターで開催された、 
２０２４新年のつどいで大阪障がい者スポーツ指導者協議
会ブースを企画、運営を行いました。 

初級・中級の資格保有者６名が担当し、企画打合せ時間
が７時間、当日の運営が８時間と長時間の活動となりまし
た。内容は、卓球台を２つ繋げて台上でボールを転がして
フープに入れるゲームを考案し、スペシャルゾーンを作る
など、誰もが楽しめるゲームを企画しました。 

当日は、延べ人数約６００名の参加があり、協議会ブー
スだけでなく、新年のつどい全体が盛り上がっていました。
１からブースを企画・運営する機会は少なく、日頃のパラ
スポーツ活動が活かされた場となりました。 

この経験をこれからのパラスポーツ普及に活かしていき
たいと参加者からコメントがありました。 

 

編集後記 
 いつも協議会の活動にご協力いただきありがとうござ
います。今回は創立 35 周年記念を特集として掲載致しま
した。今年はデフリンピックが初の自国開催となります。
昨年末よりボランティアの招集が始まり、会員の皆様の中
にも参加される方もおられるのではないでしょうか。ま
た、時期は違いますが大阪万博もあってさらに海外の方が
日本に来られることでしょう。もしかしたら世界手話に触
れる機会があるかもしれません。その時のためにいくつか
覚えてみてはいかがでしょうか。                    

広報部  

 


